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講演1「AI活用の技術開発の行方は」
講演2「アンチエイジングで皮膚も心も健やかに」
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主催:静岡モノづくり改革技術研究会　協力：静岡商工会議所 製造業部会／静岡市清水産業・情報プラザ
あらゆる企業にとって、近年人手不足と高品質確保のために難易度の高い作業が必要になりAI（人工知能）
に頼る傾向にあります。中小企業でも適用の検討がなされるが　単にAI化すれば良いというほど単純な課題ではありません。社会ニーズに即応した高品質かつ低コストの”商品”を提供することが急務でありAIを活用した経営改革が必要となっています。一方で高齢化社会に伴い高齢者の社会進出が必要不可欠の時代になりました。
　そこで若々しく活気のある職場を育成すべく　AIの活用の生産活動や働く人のアンチエイジングの面までを講演して頂きます。是非活用して今後の事業活動等にお役立ていただきますようご案内申し上げます。

参 加 料
　無料　（交流会参加者は1,000円／ 軽食・飲物を用意いたします）
定　　員
　３０人

申込方法
　下記申込書に記入してＦａｘ、E-mailで１２月４日(水)までに申し込み下さい。

　　
事 務 局
　静岡商工会議所　産業振興課

TEL:054-353-3401 　FAX:054-352-0405　 E-mail: info@siip.jp
※　企業間の積極的な交流を図るためにも、ぜひ交流会までご出席下さい。


静岡モノづくり改革技術研究会 発足１９周年記念講演会・交流会　参加申込書
令和６年１２月１１日（水）開催　　　　　　　　　　　　Ｆａｘ　054-352-0405
	事業所名
	

	所在地
	〒　　　　－


	TEL
	
	FAX
	

	参加者名
	(役職:　　　　　　　)
	参加者名
	(役職:　　　　　　　)

	交流会
	参加（有料） ・ 参加しない
	交流会
	参加（有料） ・ 参加しない

	参加者
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	
	参加者　　ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	


※申込書にご記入いただいた情報は、静岡商工会議所からの各種連絡・情報提供に利用する事がありますことをご了承下さい。

講演１　『　AI活用の技術開発の行方は　』
　　　　　　モノづくり現場の技術開発へのAI活用の提案
のっぽ技研　代表　　長谷部 光雄 氏

今話題となっており、その進化の速度も激しいAI(人工知能)技術。その優れた特徴を、モノづくりの現場に活用できないか。今回は、この興味深い課題を考えてみたい。
品質工学のロバスト設計という考え方をベースに人工知能の方法論を考えると、意外に共通点が多いことに気づく。モノづくりの基本思想に立ち返って、人工知能の活用法を提案してみたいと思う。
　

プロフィール

長谷部　光雄　氏
出　身
1948年　栃木県宇都宮に生まれる

現　職
のっぽ技研 代表

学　歴
名古屋大学理学部　卒業

職　歴
株)リコーにて、複写機およびレーザープリンターの開発



在職中に取得した登録特許数　国内外で50件以上



リコーを定年退職　品質工学のコンサルタントとして活動中

出　版
ベーシックタグチメソッド (日本能率協会マネジメントセンター刊)



技術にも品質がある（日本規格協会刊）技術者の意地（日本規格協会刊）など多数
講演２　『 アンチエイジングで皮膚も心も健やかに』
－進化したスキンケアでの老化防止＆アンチエイジングでの若返り－
　　　　医療法人社団大草会 大草皮膚科院長　　大草康弘 博士
　　若さはすばらしいものです。だれもが年は取りたくない、いつまでも若々しくありたいと願っています。しかし、その願いを叶えられる人はまずいません。皮膚では加齢と紫外線によりシミ、シワ、タルミなどが発生し、容貌が変化してしまいます。このことは日常生活を営む以上必然のことですが、今日ではかなり予防することができ、また生じてしまった皮膚病変を改善する各種方法が開発されています。今回は内因性の老化に加え、紫外線の慢性曝露によりもたらされる光老化として生じるシミ、シワ、および各種皮膚疾患の病態を解説するとともに、その予防法としてサンスクリーン剤の外用、ビタミンＣ・Ｅなどの抗酸化剤の内服、さらに治療法として美白剤の内服・外用、レチノイドの外用、ケミカルピーリング、Ｑスイッチレーザー、炭酸ガスレーザー、Intense pulsed light（ＩＰＬ）、高密度焦点式超音波治療法などについて説明し、その効果を見ていただきたいと思います。そして皮膚の老化を防ぎ、さらに若返らせることができれば、自信や幸福感が高まり、より活動的になるとともに行動範囲も広がり、生活の質（Quality of life）を高めることができ、さらに心の健康にも繋がります

プロフィール

大草　康弘　氏

出　身
1956年　静岡県袋井市に生まれる

現　職
医療法人社団大草会 大草皮膚科院長

杏林大学医学部非常勤講師

学　歴
杏林大学大学院医学研究科　卒業（医学博士）
職　歴
杏林大学医学部付属病院皮膚科外来医長
静岡赤十字病院皮膚科副部長　　　

資　格
日本皮膚科学会認定皮膚科専門医


日本アレルギー学会認定専門医

静岡モノづくり改革技術研究会 発足１９周年記念講演会・交流会





開催日時	令和６年１２月１１日（水）１４：００～１８：００


　　　　　	講演会　14:10～16:50　　交流会　17:00～18:00


会    場 　	講演会　静岡商工会議所・清水事務所　３階　研修室


　　　　　	交流会　　　同　上　　　　　　　　　７階　交流サロン


講 演 １　	『AI活用の技術開発の行方は』 14:10～15:45


モノづくり現場の技術開発へのAI活用の提案


のっぽ技研　代表　長谷部 光雄 氏


講 演 ２　	『アンチエイジングで皮膚も心も健やかに』 16:00～16:50


進化したスキンケアでの老化防止＆アンチエイジングでの若返り


医療法人社団大草会 大草皮膚科院長　大草 康弘 博士








